
■買わない、借りない使い方■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 426号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ご挨拶とお誘い 

 

先週のご挨拶 

6/7、映画「怪物」を観てきました。 

カンヌ映画祭で脚本賞を取っただけに、伏線や仕掛けだらけの巧妙な映画でしたが、僕には難解であと 2 回く

らい見なければなりません。 

それに引き換え、先週ご紹介したカツセ君の映画は、本編と反対側から見たスピンオフの 2 本構成なので、ま

すます好きになりました(笑)。 

http://akegata-movie.com/ 

また 6/11 は、お祭りの神酒所になった「いづみ」の 2 階で、「泉町今昔物語！」と称する展示イベントを開催

しました。 

神酒所に集まった町内の方たちに、昔の地図や映像を丁寧に説明しながらお見せすると、大いに盛り上がり、

地域に埋もれた名建築が一気に開放された感じがします。 

歴史を振り返る昔話には、人々をつなぐパワーがあることを痛感しました。 

・ 

今週のお誘い 

週末の 6/18(日)は、いづみでトークイベントを開催します。 

このメルマガをご覧の方は、「松村枠で無料ご招待」いたします。 

詳しくはこちら 

https://www.izumiproject.com/projects/riken-hiromura-ando-talkevent 

建築家：山本理顕に加え、東京オリンピックのピクトグラムでお馴染みの廣村正彰氏と、テキスタイルデザイ

ナーの安東陽子氏を招いて開催しますので、是非ともこのメールに返信ください。 



一般参加申込はこちら https://lal-event.peatix.com/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. 8年前のブログより：買わない、借りない使い方 

 

「所有と賃貸 どちらが得か？」よく聞く話だ。 

「所有の方が自由に使えるが、賃貸の方が簡単に引っ越せる」とか、「どちらも一長一短で、何を優先するかに

よって所有派と賃貸派に分かれる」など様々言われるが、本当の損得は判り切っている。 

賃貸物件には所有者の利益が乗っていて、その分損に決まっている。 

所有者は所有物件を人に貸して、自分は賃貸住宅で暮らすこともできる。 

つまり、所有者は所有しながら賃貸生活も可能だが、賃貸生活者にはそれは無理だ。 

こういう話は他にもあり、例えば「新築と中古、どちらが得か？」も似た話だ。 

新築住宅は、買った次の日から中古住宅になってしまう。 

もしもその時点で１割安くなるとすれば、新築はたった１日の違いで中古より割高な買い物をしていることに

なる。 

しかし、人々が圧倒的な比率で新築住宅を買う原因は住宅ローンにある。 

現に市場で売られる住宅の多くは中古住宅なのに新築住宅を買うのは、新築の方が良いからではなく、新築を

買うように誘導されているからだ。 

・ 

このように、マーケットは「ビジネスの誘導」によって形成されている。 

「損なのに得に見せること」はビジネスの常とう手段だ。 

ビジネスに誘導されて価値観が生まれてしまうのなら、自分で誘導する自分の価値観を持ってもいいじゃない

かというのが僕の意見だ。 

それは、決して頭の中で妄想するような話ではない。 

現に８割以上の人が新築住宅を購入する日本とは逆に、アメリカでは８割以上の人が中古住宅を購入し、新築

住宅の購入者は２割以下だという。 

中古住宅で住宅ローンを組めないのは、３５年返済に見合う耐用年数が必要だとか、理屈は何とでも繕えるが、

本当の目的は第２次世界大戦後の復興を果たすため、国民に借金をさせて都市を再生する戦略だったに違いな

い。 

・ 

奇跡の成長を遂げた日本において、住宅ローンの果たした役割が極めて重要だったことは確かだが、成長が終

わり人口が減っているのにまだ止まらないこのシステムこそが、空き家を生み出す元凶の一つであることもま

た、確かなのだ。 

住宅産業で生きる人たちが、その仕組みにしがみつくのはやむを得ないとしても、僕たち自身までもがそれに

つき合う必要はない。 

現に家は有り余り、まちは空家と空室であふれかえっている。 

そこで僕たちは、買うのでも借りるのでもない第３のやり方＝無料で土地使うことをやり始めた。 

無料で土地を使うなど、できるはずがないとおっしゃるかもしれないが、それは案外簡単なことだった。 

ズバリ、所有者になればいい。 

所有者になるのに、お金を払って土地を買う必要はなく、むしろ、お金で土地を買うのは一番愚かなことかも

しれない。 



・ 

現に、ほとんどの土地は買ったのでなくもらったものだ。 

明治になるまでは、武将が幕府から土地をもらっていた。 

山や畑は、親から子へと譲られたし、戦後の農地解放では、地主から小作人たちが土地をもらった。 

実際に、土地をお金で買った人は、よほどの借金をした事業家か、その事業家に土地を売った成金ぐらいだろ

う。 

あとは先述の住宅ローンで購入し、その値上がり益で土地転がしをした人たちだ。 

所有者から土地をもらうには、所有者の家族になればいい。 

だから笑恵館は「会員制のみんなの家」で、入会費５００円を払えば、家族として家を自由に使うことができ

る。 

「所有権を総有する人」を、僕は「家族」と定義する。 

・ 

もっと簡単な方法は、所有者の希望をかなえること。 

僕のやろうとしていることが、所有者の希望を叶えるのなら、所有者は喜んで僕にやらせてくれる。 

所有者がやりたいことというのは、所有者の権利行使であると同時に、それならやらせてもらえる許可条件な

のだ。 

したがって、僕と同じことをやりたい所有者を見つければ、あるいは所有者に僕と同じことをやりたいと思わ

せれば、僕は所有者の代わりに、堂々とやりたいことができるわけだ。 

だから、自分が何をしたいのかを語り、相手が何をしたいのかを知ることが本当に大切だ。 

僕がこれから取り組むプロジェクトは、所有者の意思を受け、その実現のためだからこそ何でもできる。 

これをきちんとやることができれば、無料で土地を使うのは、容易いことだ。 

・ 

所有権とは、資源を自由に使う権利のこと。 

この権利無くして、夢を叶えるのは難しい。 

むしろ、「所有権＝夢」と言った方がわかりやすいかもしれない。 

「所有権=夢」を購入するのは愚かな行為だと言ったが、これを売却するのはさらに愚かなこと。 

永遠に減ることのない貴重な資源を手放し、夢を諦める人に用はない。 

そして、土地をもらってくれる人、使ってくれる人こそがパートナーであり、これを借りて賃料を払ってくれ

る人は顧客にすぎない。 

もしも賃貸で貸すのなら、いかにして賃貸し続けるかが所有というビジネスだ。 

所有業＝売却せず所有者であり続けることの確立に、僕は挑んでいきたい。 

 

https://nanoni.co.jp/151009-2/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週の動向＋今後の予定（下記以外はすべて空いてます） 

【凡例】◎：要連絡、〇：要申込、×：一般参加不可 

 

■今週の動向 

（火）06/13 なのに（各所）作業日 

   会議〇：20-21時 LR定例会議_2火（オンライン） 



（水）06/14 なのに（各所）作業日 

（木）06/15 なのに（世田谷）作業日 

   交流◎：13-18時 なるほどデイ_3木（笑恵館） 

   交流◎：18-20時 持ち寄り食事会_3木（笑恵館） 

会議〇：20-22時 AR・Qミーティング_3木（オンライン） 

（金）06/16 なのに（各所）作業日 

交流〇：20-22時 地主の学校飲み会（渋谷） 

（土）06/17 なのに（各所）作業日 

 交流◎：09-17時 よろず相談会_土（笑恵館） 

   会議〇：10-12時 八島花文化財団理事MTG_3土（オンライン） 

（日）06/18 いづみ（横浜）作業日 

交流◎：12-18時 いづみ交流会_2日（いづみ） 

交流〇：14-17時 トークイベント（いづみ） 

https://www.izumiproject.com/projects/riken-hiromura-ando-talkevent 

（月）06/19 なのに（各所）作業日 

 会議〇：14-15時 きぬた女子会MTG_3月（笑恵館） 

 

■今後の予定 

06/22 会議◎：17-19時 笑恵館運営会議_4木（笑恵館） 

06/24 交流◎：13-17時 よろず相談会_土（笑恵館） 

06/24 交流×：18-20時 住人食事会_4土（笑恵館） 

06/25 交流〇：10-14時 名栗の森 OSC例会_4日（飯能） 

06/27 会議〇：20-21時 LR定例会議_4火（オンライン） 

07/09 会議×：12-14時 RYUSENプロジェクト_2土（オンライン） 

07/10 会議×：10-12時 100smiles定例会_2日（いづみ） 

07/10 交流◎：12-18時 いづみ交流会_2日（いづみ） 

07/12 会議〇：20-21時 LR定例会議_2火（オンライン） 

07/13 会議◎：17-19時 笑恵館運営会議_2木（笑恵館） 

07/15 会議〇：10-12時 八島花文化財団理事MTG_3土（オンライン） 

07/17 会議〇：14-15時 きぬた女子会MTG_3月（笑恵館） 

07/20 交流◎：13-18時 なるほどデイ_3木（笑恵館） 

07/20 交流◎：18-20時 持ち寄り食事会_3木（笑恵館） 

07/20 会議〇：20-22時 AR・Qミーティング_3木（オンライン） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

４．地主の学校・販売中 

 

拙著【地主の学校】はこちら 

https://www.bungeisha.co.jp/bookinfo/detail/978-4-286-23339-0.jsp 



セミナー、読書会など気軽にご相談ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

5．アクセスポイント 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携帯 090-9830-3669 

 

自宅： 

〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19笑恵館 

http://shokeikan.com/ 

 

主な所属団体： 

株式会社なのに（取締役・平社員） 

http://nanoni.co.jp/ 

一般社団法人日本土地資源協会（代表理事） 

http://land-resource.org/ 

特手非営利活動法人 HOME-FOR-ALL（事務局長） 

http://www.home-for-all.org/ 

一般社団法人地域社会圏研究所（事務局長） 

https://www.localrepubliclabo.com/ 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

6．このメルマガについて 

松村拓也とご縁のあった方に、日々の活動やブログ記事などの情報をほぼ毎週お届けします。 

参加希望、ご意見、ご質問など、何でもこのメールに返信してください。 

 

バックナンバーはこちら 

http://nanoni.co.jp/magazine/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://eepurl.com/dHjgFX 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


